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功
績
章

　

福
永
康
夫
（
日
置
２
）
兼
本
悟
（
宇

津
賀
後
畑
）
鈴
木
一
弘
（
向
津
具

久
津
）
金
山
義
人
（
向
津
具
久
津
）

島
田
章
（
向
津
具
久
津
）
來
嶋
裕

（
向
津
具
久
津
）

勤
続
章

40
年
勤
続

　

河
野
敏
春
（
長
門
方
面
隊
）
松
本

治
男
（
深
川
北
２
）
林
昭
（
俵
山

分
団
）
佐
藤
和
夫
（
日
置
方
面
隊
）

30
年
勤
続

　

山
田
繁
喜
（
通
分
団
）
林
英
昭
（
深

川
南
分
団
）
池
本
裕
之
（
日
置
１
）

三
井
則
友
（
油
谷
伊
上
）
小
嶋
順

一
（
油
谷
伊
上
）
鹿
嶋
康
太
郎
（
油

谷
蔵
小
田
）
木
村
亀
次
（
宇
津
賀

津
黄
）
濱
村
弘
志
（
宇
津
賀
後
畑
）

兼
本
悟
（
宇
津
賀
後
畑
）
今
津
和

夫
（
向
津
具
分
団
）

20
年
勤
続

　

村
田
仁
志
（
通
１
）
河
部
努
（
仙

崎
１
）
山
根
和
之
（
仙
崎
１
）
小

野
武
（
仙
崎
２
）
青
海
義
信
（
仙

崎
２
）
木
村
朋
宏
（
仙
崎
３
）
池

田
徹（
仙
崎
３
）南
部
寛（
仙
崎
３
）

末
永
修
（
深
川
北
１
）
荒
井
昭
治

（
深
川
北
１
）
林
隆
昭
（
深
川
北

１
）
藤
田
忠
（
深
川
南
１
）
岸
野

正
幸
（
深
川
南
１
）
山
下
伸
一（
深

川
南
３
）
木
村
好
博
（
深
川
南
３
）

中
村
伸
夫
（
深
川
南
３
）
德
田
茂

（
俵
山
１
）
増
山
譲
二
（
俵
山
１
）

竹
田
俊
彦
（
俵
山
１
）
山
本
章
敬

（
俵
山
２
）
加
藤
雅
教
（
俵
山
２
）

河
野
歳
明
（
俵
山
２
）
山
下
敏
史

（
三
隅
１
）弘
中
治（
三
隅
１
滝
坂
）

山
本
浩
三
（
三
隅
２
）
堀
俊
洋
（
日

置
１
）
永
尾
和
晴
（
日
置
２
）
宮

﨑
武
行
（
日
置
３
）
波
多
野
伸
二

（
油
谷
人
丸
）西
島
武（
油
谷
伊
上
）

河
上
幸
男
（
油
谷
蔵
小
田
）
小
笠

原
吉
人
（
油
谷
蔵
小
田
）

　

橘
道
明
（
宇
津
賀
角
山
）
本
永
純

一
郎
（
向
津
具
久
津
）
廣
田
道
次

（
向
津
具
本
郷
）
繁
松
和
文
（
向

津
具
本
郷
）
沖
田
博
美
（
向
津
具

川
尻
）
中
村
修
（
向
津
具
田
久
道
）

10
年
勤
続

　

村
田
清
文
（
通
１
）
澤
村
正
行
（
通

２
）上
田
健
五（
通
２
）前
田
聡（
仙

崎
１
）
津
田
孝
幸
（
仙
崎
２
）
田

中
慎
一
（
仙
崎
３
）
藤
井
敏
弘
（
仙

崎
４
）
宮
野
克
己
（
仙
崎
４
）
宮

本
裕
之
（
仙
崎
４
）
上
田
精
一
（
深

川
北
１
）
平
田
健
二
（
深
川
北
２
）

谷
川
修
司
（
深
川
北
３
）
江
本
周

平
（
深
川
南
２
）
岡
本
泰
尚
（
深

川
南
２
）
沖
村
泰
啓
（
深
川
南
３
）

杉
本
健
二
（
俵
山
１
）
守
山
滋
喜

（
俵
山
１
）
金
本
昭
人
（
俵
山
１
）

久
行
司
郎
（
三
隅
１
宗
頭
）
田
邉

実
（
三
隅
１
上
中
小
野
）
北
村
達

也
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
上
田
義
人

（
三
隅
２
野
波
瀬
）
山
崎
昇
（
三

隅
３
豊
原
）
大
田
貢
（
三
隅
３
豊

原
）
山
﨑
史
雄
（
日
置
１
）
宮
﨑

貢
（
日
置
２
）
上
田
貴
之
（
日
置

２
）
木
村
友
則
（
日
置
３
）
藤
嶋

秀
治
（
日
置
３
）
村
中
康
之
（
日

置
３
）
藤
田
賢
史
（
油
谷
人
丸
）

新
町
浩
太
郎
（
油
谷
河
原
）
角
野

一
（
油
谷
河
原
）
末
永
洋
司
（
宇

津
賀
津
黄
）
内
田
直
史
（
宇
津
賀

後
畑
）
中
野
史
夫
（
宇
津
賀
角
山
）

山
本
尚
史
（
宇
津
賀
角
山
）
長
谷

川
誠
良
（
向
津
具
川
尻
）
末
永
哲

則
（
向
津
具
川
尻
）

　

西
村
治
樹
（
日
置
３
）
山
本
英
史

（
油
谷
河
原
）西
島
武（
油
谷
伊
上
）

垰
村
司
（
宇
津
賀
津
黄
）
中
野
史

夫
（
宇
津
賀
角
山
）
島
田
章
（
向

津
具
久
津
）
徳
永
晴
彦
（
向
津
具

大
浦
）
繁
松
和
文
（
向
津
具
本
郷
）

藤
永
裕
明
（
向
津
具
田
久
道
）

一
般
表
彰

建
物
火
災
初
期
消
火
協
力

　

小
島
自
治
会
（
三
隅
小
島
）

永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

　

中
谷
健
二
（
本
部
）
黒
瀬
紀
史
雄

（
通
２
）
藤
井
浩
二
（
仙
崎
３
）

松
本
浩
（
仙
崎
３
）
松
本
肇
（
仙

崎
３
）
福
田
益
藏
（
俵
山
１
）
深

田
伸
治
（
三
隅
１
宗
頭
）
河
野
政

志
（
三
隅
１
兎
渡
谷
）
谷
村
幸
雄

（
三
隅
１
兎
渡
谷
）
宮
垣
清
久
（
三

隅
１
下
中
小
野
）鹿
嶋
康
太
郎（
油

谷
蔵
小
田
）
濱
村
弘
志
（
宇
津
賀

後
畑
）
磯
嶋
正
嗣
（
向
津
具
田
久

道
）

精
勤
章

　

村
田
清
文
（
通
１
）
前
田
聡
（
仙

崎
１
）
田
中
慎
一
（
仙
崎
３
）
泉

正
直
（
仙
崎
３
）
宮
野
克
己
（
仙

崎
４
）
宮
本
裕
之
（
仙
崎
４
）
高

木
知
英
（
深
川
北
３
）
江
本
周
平

（
深
川
南
２
）杉
本
健
二（
俵
山
１
）

守
山
滋
喜
（
俵
山
１
）

（　
）
内
は
所
属
部
隊
（
敬
称
略
）

退
職
団
員
感
謝
状

　

中
谷
健
二
（
本
部
）
高
野
諭
治
（
通

１
）
黒
瀬
紀
史
雄
（
通
２
）
藤
井

浩
二
（
仙
崎
３
）
松
本
浩
（
仙
崎

３
）
松
本
肇
（
仙
崎
３
）
下
瀬
輝

（
深
川
北
１
）
田
村
有
基
（
深
川

北
１
）
福
田
益
藏
（
俵
山
１
）
深

田
伸
治
（
三
隅
１
宗
頭
）
河
野
政

志
（
三
隅
１
兎
渡
谷
）
谷
村
幸
雄

（
三
隅
１
兎
渡
谷
）
宮
垣
清
久
（
三

隅
１
下
中
小
野
）
永
尾
和
晴
（
日

置
２
）
松
永
寛
治
（
油
谷
河
原
）

湊
史
朗
（
油
谷
伊
上
）
鹿
嶋
康
太

郎
（
油
谷
蔵
小
田
）
川
地
剛
（
宇

津
賀
津
黄
）
濱
村
弘
志
（
宇
津
賀

後
畑
）
廣
田
克
己
（
向
津
具
本
郷
）

磯
嶋
正
嗣
（
向
津
具
田
久
道
）

優
良
団
員
表
彰

　

新
谷
弘
之
（
通
２
）
荒
川
浩
志
（
通

２
）
八
道
新
（
仙
崎
３
）
伊
勢
島

剛
（
仙
崎
３
）
山
角
輝
之
（
深
川

北
２
）
安
藤
稔
（
深
川
北
２
）
重

原
賢
充
（
深
川
北
２
）
杉
原
仁
志

（
深
川
北
２
）
川
村
勝
幸
（
深
川

南
１
）
横
山
茂
生
（
深
川
南
１
）

坂
辻
久
敏
（
深
川
南
３
）
木
村
好

博
（
深
川
南
３
）
山
本
龍
二
（
俵

山
１
）
藤
井
正
雄
（
俵
山
１
）
前

田
典
男
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
石
村

哲
也
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
原
弘
昌

（
三
隅
３
小
島
）
山
本
幹
夫
（
日

置
１
）
松
田
敏
助
（
日
置
２
）

　

金
本
昭
人
（
俵
山
１
）
原
田
隆
則

（
三
隅
１
宗
頭
）
松
崎
信
博
（
三

隅
１
上
中
小
野
）
鈴
木
宏
幸
（
三

隅
２
市
）
村
岡
進
（
三
隅
２
中
村
）

北
村
達
也
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
永

井
英
世
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
河
村

幸
宣
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
石
村
孝

幸
（
三
隅
２
野
波
瀬
）
田
畑
千
里

（
三
隅
３
小
島
）
山
下
賢
三
（
三

隅
３
豊
原
）
山
崎
昇
（
三
隅
３
豊

原
）
山
田
拓
美
（
三
隅
３
浅
田
）

守
山
淳
（
日
置
２
）
伊
勢
本
和
男

（
日
置
２
）西
嶋
泰
史（
油
谷
人
丸
）

岡
嶋
英
明
（
油
谷
人
丸
）
境
谷
知

之
（
油
谷
人
丸
）
芳
川
清
（
油
谷

河
原
）
松
永
晋
作
（
油
谷
河
原
）

兼
澤
智
俊
（
油
谷
伊
上
）
西
村
公

孝
（
油
谷
伊
上
）
末
永
洋
司
（
宇

津
賀
津
黄
）
小
池
秀
之
（
宇
津
賀

立
石
）
吉
岡
晃
太
郎
（
宇
津
賀
立

石
）
馬
渡
敬
芳
（
宇
津
賀
角
山
）

本
永
純
一
郎
（
向
津
具
久
津
）
奥

藤
義
貞
（
向
津
具
久
津
）
磯
本
真

司
（
向
津
具
大
浦
）
大
下
和
久
（
向

津
具
大
浦
）
中
村
勝
美
（
向
津
具

本
郷
）
中
村
修
（
向
津
具
田
久
道
）

優
良
ク
ラ
ブ
団
体
表
彰

　

三
隅
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

優
良
ク
ラ
ブ
指
導
者
表
彰

　

通
保
育
園
長　

山
根
由
美
子

　

１
月
10
日
（日）
、
新
春
恒
例
の
長
門
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
南
野
市
長
が
「
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
・
連
携
に
よ
り

防
災
体
制
を
確
立
し
て
い
き
た
い
。
み
な
さ
ん
も
そ
の
役
割
の
重
要
性
を

認
識
し
、
今
後
と
も
尽
力
願
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
消
防
本
部
職
員
や
消
防
団
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

員
な
ど
約
700
人
と
、
消
防
車
両
31
台
に
よ
る
観
閲
行
進
や
、一
斉
放
水
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
・
団
体
・
個
人
を
表
彰

　

こ
の
度
、
中
谷
健
二
さ
ん
（
通

11
区
）
が
消
防
団
長
を
退
任
、
新

た
に
小
林
清
さ
ん
（
日
置
一
円
）
が

消
防
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

中
谷
さ
ん
は
、
昭
和
40
年
１
月

に
消
防
団
員
に
な
っ
て
以
来
、
40

年
以
上
に
わ
た
っ
て
消
防
業
務
に

尽
力
さ
れ
、
消
防
団
長
を
約
３
年

間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

式典の様子

ルネッサながと駐車場で一斉放水


